
現場最前線

本紙掲載記事の複写・複製・転訳載・抄録要約、磁気媒体・光ディスク等への入力を承諾なく行うことを禁じます。これらについては（03）5549-7468 までお問い合わせください。

マリンボイス 21　Autumn 2015　Vol.291　平成 27 年 10 月 11 日発行
一般社団法人 日本埋立浚渫協会　東京都港区赤坂三丁目 3番 5号（住友生命山王ビル 8階）Tel.03-5549-7468　Fax.03-3588-7439
http://www.umeshunkyo.or.jp　編集発行人　田村  悦二

　1994（平成 6）年に㈱吉田組に入社した。「土木工事
でも特殊な工事をやりたいと思っていました。それに
瀬戸内海の家島が血筋で、幼い頃から同郷出身の吉田
組は知っていましたから、入社は自然の流れでした」。
入社後に配属されたのは海洋土木工事を担当する大
阪支店第１工事部。そこでケーソンの製作や据付、浚
渫、桟橋、基礎工などに携わった。「第 1 工事部には
2007（平成 19）年 12 月まで籍をおいたのですが、いろ
いろな工事を経験させるという会社の方針もあり、陸
上土木工事も少し担当させてもらいました」。　
　2008（平成 20）年 1月、吉田組のグループ会社であ
る㈱吉田組船舶に転籍。作業船の運行計画や管理を行
う運行部に配属され、吉田組の看板船である大型起重
機船「第 50 吉田号」を担当した。「運行部の仕事は一言
で言うと、施主と船長の橋渡し役です。例えば吊荷に
合わせ、ワイヤリングや吊り点、船体状態、作業半径、
揚程などを検討・計画し、作業が困難な場合はそれを
どうクリアしていくのか、船長や施主と相談しながら
進めるという仕事です。可能な限り各種データを用意
し、こうすれば起重機船で効率的に作業できるという
提案をしています」。
　現在担当しているのは、福島沖の「浮体式ウインド
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ファーム実証研究事業」の一部となる工事。経済産業
省から委託されて、商社や大学、ゼネコン、メーカーな
どで構成するコンソーシアムが進めている洋上風力
実証事業第二期工事のうち、浮体構造物のチェーン・
アンカー敷設と把駐力試験、係留などを行う。「1期工
事も東京事業部に配属され、同様の工事を担当しまし
た。今回は 5MW（メガワット）の浮体構造物を６本の
チェーン・アンカーで係留するのですが、そのアン
カーの打ち込みと、アンカーと浮体構造物を結ぶ
チェーンの展張（敷設）、波浪時などでもアンカーや
チェーンが耐えられるかどうか、チェーン同士を引っ
張り合う把駐力試験を自社保有の台船『第二芳洋』を
使って行っています」。
　すでに 1本 700ｍ以上のチェーン（φ132ｍｍ）のう
ち、5本の展張を終了。「明日（9月 5日）、6本目を展張
します。水深 120ｍのところにアンカーを打ち込むの
ですが、ＲＯＶ（水中カメラ）で打ち込み姿勢や向きな
どを確認しながら作業をします。アンカーに取り付け
られたチェーンも同様に直線度や回転などをカメラ
で見ながら台船から少しずつ押し出していきます」。
　把駐力試験は対の位置にある 2 本のチェーンを台船
に設置した特殊な装置に取り付け 500 トンの力をかけ
る。「500トンの力をかけた状態で 15分保持し、チェー
ンの変動や数値の変化を見るのですが、この時に高波
などがきて船体が大きく上昇すると余計な力がかか
りますので、気象や海象の情報に細心の注意を払い、
作業を行う予定です」。
　係留作業は来年、浮体構造物が曳航された後に行
う。「こうした工事の事例が国内に少なく、自分たちで
いろいろなことを考え、使用する機械や施工方法など
を提案しています。台船の艤装も考えました。真似る
ことができないため、大変なことが多いのですが、そ
れだけ面白さもあります。これからもだれも経験して
いないような工事に挑戦したいと思っています」。50室ある住居区や各種の計測機器などの特殊装置を取り付けた

1万3,600トン積み台船『第二芳洋』
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